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ト
ゥ
グ
リ
ル
• 

ベ
ク
と
カ
リ
フ. 
ア
ル
カ

l
イ
ム
の
外
交
交
渉

|
|
文
献
史
料
と
貨
幣
史
料
よ
り
見
た
稽
競
問
題
|
|

清

水

宏

祐

は

じ

め

に

一
文
献
史
料
に
見
え
る
雨
者
の
交
渉

二
貨
幣
史
料
に
見
え
る
ト

ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
の
稽
鋭
の
務
化

む
す
び
に
か
え
て

-112ー

』主

じ

め

の
分
析
が
重
要
な
の
は
言
を
倹
た
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
セ
ル
ジ
ュ

I
ク
朝
の
君
主
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
、

そ
の
支
配
権
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
、
依
く
こ
と
の
出
来
な
い
肝
究
封
象
で
あ
る
。

セ
ル
ジ
ナ
l
ク
朝
に
お
け
る
支
配
権
力
の
存
立
基
盤
を
問
題
に
す
る
時
、
直
接
そ
れ
を
支
え
た
ア
ミ

1
ル
、
官
僚
、
種
々
の
軍
事
集
圏
な
ど

カ
リ
フ
と
の
外
交
交
渉
も、

ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
時
代
の
、

筆
者
は
、
先
に
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
ス
ル
タ
ン
支
配
の
性
格
を
、
人
間
集
固
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
、
同
朝
の
ト

カ
リ
フ
と
の
外
交
関
係
に
的
を
絞
り
、
創
設
期
に
お
け
る
交
渉
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た

し、。
ま
た
、
別
稿
で
は
、

貨
幣
に
刻
ま
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
の
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
、
同
朝
研
究
に
お
け
る
貨
幣
史
料
の
役
割
に
つ
い
て
も
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六
説
、

一
九
八
六
年
。

清
水

-
E

「
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
ス
ル
タ
ン
た
ち
ー
ー
そ
の
支
配
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
1
l
l」

『
オ
リ
エ
ン
ト
史
講
座
・

V
1
1ス
ル
タ

ン
の
時
代
』
拳
生
社
、

一
九
八
六
年
。

一
、
文
献
史
料
に
見
え
る
雨
者
の
交
渉

セ
ル
ジ
ナ
l

ク
勢
力
、が
、
最
初
に
カ
リ
フ
・
ア
ル
カ
l
イ
ム
(
在
位
四
二
二
/
一

O
三
一
|
四
六
七
/
一

O
七
五
年
)
と
交
渉
を
持
っ
た
の
は
ど
の

時
黙
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四
二
六
/

一
O
三
五
年
に
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
が
ガ
ズ
ナ
朝
の
マ
ス
ウ

1
ド
に
書
簡
を
迭
っ
た
時
、
彼
ら
が
「
カ
リ
フ
の
し
も
ベ

(
B同
唱
巳
同

白

B
H岡
田
一

-
S
E
W
2
5
E
)」
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

」
の
呼
稽
が

カ
リ
フ
と
の
接
舗
の
結
果
で
あ
っ
た
か
あ
る
い

-114ー

は
単
な
る
自
稀
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
(
清
水

-
E、
二
頁
)
。

史
料
に
明
確
に
記
録
が
現
れ
る
の
は
、

四
二
九
/
一

O
三
八
年
の
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
入
城
時
か
ら
で
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
に

よ
れ
ば
、
そ
の
直
後
に
カ
リ
フ
か
ら
の
使
節
が
到
着
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
も
彼
ら
や
、
「
レ
イ
、
ハ
マ
ダ
l
ン
、
ジ
バ
ー
ル
地

方
の
も
の
た
ち
に
射
し
て
、
掠
奪
、
殺
致
、
破
援
を
禁
じ
る
使
簡
を
涯
遣
し
て
い
た
」
と
、
こ
の
事
件
の
僚
で
停
え
ら
れ
て
い
る

Q
・
〉
・
民
・

司
・8
3
0
嘗
時
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
よ
り
も
西
に
進
ん
で
い
た
の
は
、
彼
ら
の
統
制
に
服
さ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
凶
品
也
、
H
，
C
H
r
B削
ロ
と
呼
ば
れ

た
も
の
た
ち
で
あ
っ
た
か
ら
(
清
水
・

I
、
二
二
頁
)
、

カ
リ
フ
と
し
て
は
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
と
こ
れ
ら
吋
日
r
B官
と
を
同
列
に
考
え
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

シ
リ
ア
語
史
料
の
回
向
田
市
ゲ
円
2
5
は
、
雨
者
の
交
渉
に
つ
い
て
、
彼
の
他
の
箇
所
に
お
け
る
記
述
と
比
較
し
て
も
異
例
と
も
思
え
る
程
、

詳
し
く
頁
を
割
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
史
料
を
中
心
に
、
他
史
料
と
の
比
較
を
行
な
い
な
が
ら
、
交
渉
の
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ょ

カ
リ
フ
の
使
者
が
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
と
交
渉
を
行
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
ニ

l
シ
ャ
ー
プ
ー
ル
入
城
時

回
常
国
冊
目
】
同
担
問
ロ
∞
に
よ
れ
ば
、

う



で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
時
、
掠
奪
を
主
張
し
た
チ
ャ
グ
リ
l
・
ベ
ク
と
、
ラ
マ
ダ
l
ン
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
そ
れ
を
制
止
し

た
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
グ
と
の
聞
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
で
は
、

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
と
∞
白
出
向
可

2
5
と
は
一
致
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
と
は
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

I
ル
の
人
々
か
ら
和
約
金
を
徴
牧
す
る
こ
と
で
牧
拾
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は

カ
リ
フ
か
ら
の
書
簡
の
到
着
を
理
由
に
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
グ
が
チ
ャ
グ
リ

1
・
ベ
ク
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
貼
が
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る

そ
の
費
用
の
一
部
を
ト
ク
グ
リ
ル

回
E
合同日・司・

3
0
さ
ら
に
さ
ア
ン
ダ
ー
リ
ー
で
は
、
カ
リ
フ
か
ら
の
使
節
の
名
を
ア
ブ

l

・
バ
ク
ル
・
ア
ッ
ト
ゥ

l
ス
ィ

l
(
〉
吉
田
島
円
牛
吋
E
C

(
∞
釦
『

E
o
r円
2
5・司
-
S
∞)。

プ
ン
ダ

1
リ
ー
で
は

ベ
ク
が
負
捲
し
た
と
俸
え
ら
れ
て
い
る

2
B包・

に
よ
れ
ば
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
は
、
彼
に
十
三
着
の
ヒ
ル
ア
を
贈
っ
た
と
い
う
(
A
B
包
白

ZEE-
司・

3
0
切
母
国
与

E
2∞

ト
ク
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
こ
れ
に
謝
し
て
「
(
カ
リ
フ
の
〉
し
も
ベ
、
臣
下
の
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク

(
H，
d
c国
間
同
盟
十
回
〉
の
ど
と
の

と
具
鐙
的
に
記
録
し
て
い
る
。

書
き
出
し
の
返
書
を
逢
っ
た
が
、

チ
ャ
グ
リ

l
・
ベ
ク
の
方
は
、
無
視
し
て
回
答
し
な
か
っ
た
と
い
う
〈
回
日

E
5
3
2臼・司
-
5
3。

一
方
、
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
の
、

ニ
l
シ
ャ
ー
プ

l
リ
l
の
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
・
ナ

l
メ
、
ラ

l
ヴ
ア
ン
デ
ィ

l
は
、
と
も
に
ニ

1
シ
ャ
ー
プ

I

-115ー

ル
入
城
時
に
お
け
る
両
者
の
交
渉
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
ず
、
ガ
ズ
ナ
朝
と
の
聞
で
行
な
わ
れ
た
ダ
ン
ダ

l
ン
カ

l
ン
戟
の
勝
利
の
後
で
-
初
め

て
使
節
の
交
換
を
記
録
し
て
い
る
。
南
史
料
と
も
、
こ
の
時
に
は
セ
ル
ジ

L
1
ク
勢
力
の
側
か
ら
カ
リ
フ
に
使
節
ア
ブ

l
・
イ
ス
ハ

l
ク
・
ア

ル
フ

γ
カ
l
イ
l
(
去
R
Z
2
L
〉
吉
岡
田
冨
且
牛

F
G
t
d
を
涯
遁
し
、

カ
リ
フ
も
そ
れ
に
関
し
て
ヒ
ッ
パ
ト
・
ア
γ
ラ
l
(
Z
F
Z丹
〉

E
r
r
-

玄
cfω
自
白
色
色

'
g
b回
目
ロ
同
〉
を
レ
イ
の
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
許
へ
遣
わ
し
た
と
し
て
い
る
。

ブ
ン
ダ

l
リ
l
は、

ア
ブ

l
・
イ
ス
ハ

l
ク
・
ア
ル
フ
ッ
カ

l
イ
l
の
波
遣
を
、
特
に
年
代
は
記
載
せ
ず
、

一i
シ
ャ
ー
プ

I
ル
入
城
と
ダ

ン
ダ

l
ン
カ
!
ン
戦
と
の
聞
と
記
録
し
、
彼
を
含
め
た
複
数
の
使
節
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
到
着
し
、

「
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
が
聞
き
容
れ
ら
れ

た
」
と
述
べ
、
そ
の
聞
に
ガ
ズ
ナ
朝
と
の
戦
い
が
績
き
、
結
局
マ
ス
ウ
l
ド
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
と
す
る
(
凶
自
立

-
F
E
E・
E
-
u
l
H
3
0

セ
ル
ジ
ュ
l
ク
・
ナ
l
メ
で
は
、

「ニ

l
シ
ャ
ー
プ
ー
ル

ト
ゥ

l
ス
占
領
後
、

ラ
マ
ダ

l
ン
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

殺
裁
、

掠
奪

115 

を
さ
し
控
え
た
」

と
の
記
述
が

ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
の
記
録
の
後
に
混
入
し
て
い
る
た
め

一
見
す
る
と
、

一l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
入
城
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直
後
に
、

カ
リ
フ
へ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
か
の
よ
う
に
讃
め
る
が
、

書
簡
の
瑳
迭
時
に
そ
の
指
揮
を
執
っ
た
の
が
、

耳
目
N
可

の

ω巳
副
司
〉

σ口

E
]
a
O
帥
ZHM
切
宮
古
ロ
同

(
E
Z
Z
∞
D
N
E
P
Y
ω
包
削
工
∞
U
N
m
阻乙

で
あ
る
こ
と
、
設
迭
直
後
に

一
族
が
支
配
領
域
を
分
割
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
ト

ウ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
い
た
位
置
か
ら
見
て
、
ま
た
書
簡
の
内
容
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
封
ガ
ズ
ナ
朝
戦
の
勝
利
の
後
で
書
か
れ
た
も
の
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ラ
l
ヴ
ア

ン
デ
ィ
ー
で
は
、
こ
の
黙
は
、
明
快
に
ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
の
後
の

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ず

セ
ル
ジ

み
l
ク
・
ナ

1
メ
、
ラ

l
ヴ
ァ

ン
デ
ィ
ー
に
よ
っ
て
、
書
簡
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

て
カ
リ
フ
へ
の
服
従
の
意
の
表
明
:
「
我
々
は
『
ア

γ
バ
I
ス
朝
(
含
主
主
・
て
〉

r
E回
目
)
』

(
ω
-
Z
・)、

『
聖
な
る
預
言
者
の

(
一
族
)
の

王
朝
と
御
前
(
合
主
包

E
宮
4
2
2
E
Z
包
E
ω
'
F
E
E
d
-
)』

(
宮
耳
目
含
・
)
に
従
い
、
そ
の
安
寧
を
望
む
一
一
族
(
円

r
r
.
C
3・
Z
・
)
で
あ

る
L 

一、

一
族
の
聖
戦
へ
の
従
事
:
我
々

は
「
大
半
の
時
聞
を
、
m
y
自
宅
と
]
子
邑

に
費
や
し
て
い
た
」

-116ー

三
、
伯
父
ア
ル
ス
ラ

l
ン

・
イ
ス
ラ

1
イ
i
ル
の
捕
囚
・
ガ
ズ
ナ
朝
の
マ
フ
ム

l
ド
に
よ
っ
て
、

彼
が
捕
え
ら
れ
、
同
朝
と
の
関
係
が
悪
化

し
た
経
緯

四

マ
ス
ウ

l
ド
に
よ
る
匡
政
:
マ
フ
ム

I
ド
死
去
後
即
位
し
た
、
息
子
マ
ス
ウ

l
ド
の
悪
政
、
無
能
の
寅
態

五
、
セ
ル
ジ
ュ
l
ク
勢
力
に
射
す
る
保
護
(
ヒ
マ
l
ヤ
)
の
要
求
が
あ
る
こ
と
:
ホ
ラ
l
サ

l
ン
の
ア

I
ヤ

I
ン
、
著
名
な
も
の
た
ち

F
a
Bロ

司
曲
目

S
E
r
-『
〉
が
彼
ら
に
、
服
属
と
保
護
の
関
係
(
ユ
ど
2

3

f
ヨ
副
首
岬
)
を
求
め
て
い
る
こ
と

六
、
ダ
ン
ダ

l
ン
カ

i
ン
戦
に
お
け
る
勝
利

七
、
カ
リ
フ
の
命
に
し
た
が
い
、
信
仰
の
規
範
公
主
含・

1
eロ〉
、
イ
ス
ラ
ム
の
定
め

2
E
E
-工
弘
吉
岡
)
に
則
っ
て
、

正
遁
を
行
く
決
意
の

表
明

(
以
上
は
す
べ
て

ω-z・
M
Y
H斗
-
w

岡
山
帥
謡
曲
ロ
門
戸
℃
・

5ω
・)

こ
の
書
簡
の
内
容
に
は
、
首
時
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
が
置
か
れ
て
い
た
立
場
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が
ガ

l



ズ
ィ

l
(
信
仰
験
士
〉
と
し
て
登
場
し
、

カ
リ
フ
に
従
い
、

イ
ス
ラ
ム
の
規
範
に
し
た
が
う
と
い
う
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
か
ら
進
出
す
る
地
域
に
お
い
て
も
、

す
で

に
獲
得
し
た
ホ
ラ
l
サ

l
ン
の
支
配
擢
を
追
認
さ
せ
る
と
と
も
に
、

そ
の
支
配
の
正
統
性
の
保
護

を
、
カ
リ
フ
よ
り
獲
得
し
よ
う
と
し
た
酷
で
あ
る
。
嘗
時
自
立
化
の
傾
向
を
見
せ
て
い
た
ホ
ラ
l
サ

1
ン
の
都
市
が
、
そ
の
貫
質
的
な
主
導
権

を
握
っ
て
い
た
名
家

・
ア
l
ヤ
l
ン
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
保
護
・
ヒ
マ

l
ヤ
を
求
め
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
文
面
に
書
き
加
え
て
い
る

鼎
も
、
彼
ら
の
支
配
が
す
で
に
正
統
性
を
要
求
す
る
に
足
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
劃
す
る
カ
リ
フ
の
返
書
は
、
具
佳
的
な
内
容
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

ヒ
ッ
バ

ト
・
ア

ッ
ラ

l
に
下
し
た
命
令
は
、
可
能
な
限
り

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
グ
を
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
連
れ
て
く
る
よ
う

脅
し
、
す
か
し
て
、

「
同
月
戸
口
円
四
仰
の
し
も
ベ
の
よ
う
に

規
範
を
遵
守
す
る
よ
う

助
言
せ
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ニ
l
シ
ャ
ー
プ

1
リ
l
の
記
述
に
は
、
こ
の
後
で
再
び
ニ

1
シ
ャ
ー
プ

l
ル
入
城
時
の
記
録
が
混
入
し

て
い
る
が
こ
れ
を
除
く
と

南
史
料
は

ヒ
ッ
バ
ト
・
ア
ッ
ラ
ー
が
そ
の
地
(
レ
イ
)
に
三
年
滞
在
し
た
こ
と
を
述
ベ
、
そ
の
後
は
、

ー「

ト

ウ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
獲
得
し
た
農
大
な
諸
地
方
、
諸
地
域
安
己
主
ぽ

3
5
s
f同
)
で
、

そ
の
名
が
フ
ト
バ
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

四

-117-

四
七
年
、

カ
リ
フ
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
各
所
の
ミ
ン
バ
ル
(
回
目
与

ε
で
ト
ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
の
名
を
唱
え
る
よ
う
、
そ
の
名
を
貨
幣
に
刻
む

ょ
う
(
臼

FE--ι
同
『
牛
合
同
『

E
A各
自
品
目

ι〉
、
彼
に
ラ
カ
ブ
、

ル
ク
ン

・
ア
γ
ダ
ウ
ラ
・
ア
ブ
l
・
タ
l
リ
プ
(
マ
マ
)
を
あ
た
え
る
よ
う
、

(
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
)
マ
リ
ク
・
ア
ッ
ラ
ヒ

l
ム
の
名
を
そ
の
後
に
す
る
よ
う
に
命
じ
た
」
と
、
大
幅
に
年
代
の
記
述
を
と
ば
し
、
そ
の
聞
の
折

衝
に
つ
い
て
は
何
も
記
録
し
て
い
な
い

3
・
2
・官
・
5
・
E
S
E同・
唱
-
5
3
0

さ
て
、
以
上
自
挙
げ
た
史
料
に
現
れ
る
交
渉
開
始
時
期
の
相
違
、
史
料
に
お
け
る
混
飽
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ン
ダ
l

リ
l
の
俸
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ア
ブ
1
・
ィ
ス
ハ

l
ク
・
ア
ル
フ
ッ
カ
l
イ
ー
が
カ
リ
フ
に
停
え
た
と
い
う
書
簡
の
内
容
は
、
簡
略
な
も

の
で
あ
る
が
、
大
筋
に
お
い
て
上
述
の
ベ
ル
シ
ア
語
の
二
史
料
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
に
お
け
る
勝
利

に
つ
い
て
は
、
嘗
然
の
如
く
言
及
さ
れ
て
は
い
な
い
。
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セ
ル
ジ
ュ
l
ク
・
ナ
l
メ
に
お
け
る
事
件
の
前
後
関
係
の
混
飽
は
、
現
在
の
テ
キ
ス
ト
が
後
代
の
史
料
か
ら
の
復
元
で
あ
る
た
め
、
文
章
そ
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の
も
の
に
混
凱
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
セ
ル
ジ
ュ
l
タ
朝
関
係
史
料
に
つ
い
て
の
血
覚
え
書
き
」
護
雅
夫
編

『
イ
ス
ラ
ム
圏
に
お
け
る
宗
教
運
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
日
本
大
風
午
、

一
九
八
六
年
、

一
二
七
頁
を
参
照
)
。

衣
に

ア
プ
l

・
イ
ス
ハ
1
ク
の
汲
蓮

の
時
期
に
つ
い
て
の
相
違
は
、
e

ア
ン
ダ
ー
リ
ー
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
の
前
後
に
は
、
複
数
の
使
節
が
カ
リ
フ
の
許

へ
汲
遣
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ア
プ
l

・
イ
ス
ハ

l
ク
一
人
の
交
渉
と
い
う
形
に
ま
と
め
た
た
め
、
記
述
に
無
理
を
生
じ
た
た
め
と
考
え
ら

れ
る
。
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
と
し
て
は
、

ガ
ズ
ナ
朝
と
の
戦
い
の
前
に
カ
リ
フ
の
承
認
、

ま
た
は
暗
黙
の
了
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
の
は
嘗
然

の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
勝
利
の
後
に
も
す
み
や
か
に
報
告
を
行
な
う
の
を
得
策
と
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ブ
ン
ダ
l
リ
ー
も
カ
リ
フ
か
ら
セ
ル
ジ
ュ

I
ク
朝
に
ヒ
ッ
パ
ト
・
ア
ッ
ラ
ー
が
汲
遣
さ
れ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
が
、

」
れ
は

ラ
イ
l

ス
・
ア
ッ
ル
ア
サ
l

ハ刃
ω

J
白
色
a

河
口
〆
臼
曲
、
)
の
、

カ
リ
フ
の
ワ
ズ
ィ
1
ル

職
就
任

(
四
三
七
/

一
O
四
五
年
)
の
年
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
目
的

は
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
招
請
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
少
な
く
と
も
、

ま
ず
第
一
に
、

ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
入
城
時
に
は
、

カ
リ
フ
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
り
、
そ
の
後
の

-118ー

ダ
ン
ダ
l
ン
カ

i
ン
戟
に
お
い
て
は
、
戦
い
の
前
に
セ
ル
ジ
ュ
l
ク
朝
側
か
ら
の
使
節
が
涯
遣
さ
れ
、
勝
利
の
後
に
は
、
ま
た
一
早
く
そ
の
報

告
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
艶
ま
で
に
三
回
の
交
渉
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き

「
ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
後
、

が
も
た
ら
さ
れ
た
」
と
す
る
が
(
回

0
2
2
F
。
・
円
・
吋

t
c、wage帆
b
・

E-ロ『ロ『
m
y
5
8・司
-Ng〉、

で
あ
る
。
ボ
ズ
ワ

l
ス
は
、

ア
ブ

l
・
イ
ス
ハ

l
ク
に
よ
っ
て
カ
リ
フ
に
フ
ァ
ト
フ
・
ナ
l
メ

(
F
H
f
a
ロ
副
自
己

こ
れ
が
彼
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
の

確
誼
は
得
ら
れ
な
い
。

回
白
同
国
各
自
由

5
に
よ
れ
ば
、
ダ
ン
ダ
l
ン
カ
l
ン
戦
の
後
の
交
渉
は
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
側
か
ら
、

イ
ブ
ラ
l
ヒ
I
ム
〈
イ
プ
ラ
l
ヒ

-
ム
・
イ
ナ
l

ル
)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
う
。
彼
は
四
三
四
/

一
O
四
二
年
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
使
簡
を
波
遣
し
、

偉
大
な
る

ω出
〉
目
白
Zaω
出
〉
回
、
す
な
わ
ち
「
王
中
の
王
」
、

ω〉
戸
』
C
Mハ
朝
の
、
H
，C
O同
月
間
WF
∞
〉
の

は
、
ホ
ラ

1
サ
l
ン
と
ホ
ラ
ズ
ム

(
訳
出
〉
者
弘
山
岡
山
〉
N
E
)
の

王

で

あ

る

。

遊

牧

民

(

冨

〉

己

〉

JB)
が
ハ
ッ
ジ
へ
の
遁
の
途
中
で
何
を
行
な
っ
て
い
る
か
、
い
か
に

彼
は
、



神
の
家
公
r
o
r
g
z
え

の
O
L
)

へ
の
巡
躍
に
赴
く
者
を
捉
え
、

掠
奪
を
行
な
っ
て
い
る
か
を
聞
い
た
た
め
、

バ
グ
ダ
ー
ド
に
軍
を
迭
る
用

意
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
に
櫨
と
贈
り
物
と
を
も
っ
て
迎
え
る
か
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
卒
和
を
寅
現
し
、
す
べ
て
の

世
界
を
統
治
す
る
か
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

と
の
、

「
上
部
に
弓
と
矢
の
形
が
描
か
れ
た
」
書
簡
を
提
出
し
た
と
い
う

3
2
E
o
r
B
o
g
-
唱

-
M
O
C
)
。

こ
れ
が
、
前
述
の
ベ
ル
シ
ア
史
料
に
見
え
た
、

カ
リ
フ
の
側
か
ら
の
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
招
請
の
伏
線
と
な
っ
た
、

セ
ル
ジ
ュ

1
ク
朝
側
か
ら

の
匪
力
を
示
す
書
簡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ラ
1
ヴ
ア
ン
デ
ィ

1
は、

見
を
傘
重
す
る
こ
と
と
メ
ッ
カ
巡
躍
の
重
要
性
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
に
は
、
巡
躍
を
名
目
に
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
進
ん
だ
ト
ゥ
グ
リ

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
起
源
を
示
す
冒
頭
の
部
分
で
、

ウ
ラ
マ

l
の
4

意

ル
・
ベ
ク
の
政
策
へ
の
擁
護
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る

(
E
S
Eア司・∞
3
。

次
に
カ
リ
フ
の
許
へ
使
節
が
迭
ら
れ
た
の
は
切
常
国
与

E
2田
に
よ
れ
ば
四
三
五
/
一

iO
四
三
年
で
、

こ
の
時
に
は
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク

-119ー

自
ら
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

私
は
ア
ラ
ブ
の
王
園
の
長
公
宮
司
2
品
。
同
吾
O
H
C
ロ
問
品
。
目
。
ご
ro
〉

g
g〉
の
(
カ
リ
フ
の
)
し
も
ベ
(
回
E
m
o
に
よ
れ
ば
、
白

E
E
2
2

。『

ω
0
2
2同
と
解
さ
れ
る
と
い
う
)
で
あ
り
、

私
が
統
治
す
る
全
て
の
園
で
カ
リ
フ
(
町
内
E
E巴
の
名
を
宣
言
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

私
は
人

々
が
、
私
の
前
の
統
治
者
で
あ
る
マ
フ
ム

I
ド、

マ
ス
ウ
l
ド
の
弾
塵
か
ら
安
寧
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
私
が
ど
の
貼
に
お
い
て
も
彼

ら
よ
り
劣
る
こ
と
の
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
は
統
治
権
を
享
受
し
た
と
は
い
え
、

カ
リ
フ
の
奴
隷

2
2
0乙
で
あ
っ
た
の
に
劃

し
て
、
私
は
自
由
な
も
の
の
息
子
で
あ
り
、

フ
ン
の
一
族
の
出
身
で
あ
る
:
:
:
後
略

(
国
師
同
国

orH曲。ロ
ω
・司
-
N
O
Y〉

」
の
記
述
で
控
目
す
べ
き
黙
が
三
つ
あ
る
。

一
つ
は
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
が
、

ガ
ズ
ナ
靭
か
ら
の
解
放
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ

と
で
、
こ
れ
は
前
出
の
ベ
ル
シ
ア
語
史
料
に
見
え
る
書
簡
と
同
様
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
は
、

征
服
地
や
、
従
属
し

た
地
方
政
権
に
フ
ト
パ
に
お
い
て
カ
リ
フ
の
名
を
唱
え
さ
せ
、

119 

で
あ
る
。
こ
れ
は
前
出
の
書
簡
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

カ
リ
フ
の
権
威
復
活
へ
の
協
力
の
寅
績
を
奉
げ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
瓢

カ
リ
フ
の
権
威
に
よ
っ
て
自
己
の
立
場
を
守
ろ
う
と
す
る
立
場
を
越
え
て
、
さ
ら
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に
カ
リ
フ
の
擁
護
者
と
し
て
の
存
在
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
第
三
の
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
奴
隷

(mzzp

ヨ
釦
日

-ur
に
劉
師
四
)
と
は
出
自
を
異
に
し
て
い
る
、

と
の
主
張
は
、

そ
の
存
在
自
鐙
の
不
法
性
へ
の

「
フ
ン
の
一
族
」
の
部
分
は
、
後
代
に
揺
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
嘗
時
の
他
史

ガ
ズ
ナ
朝
の
悪
政
に
劃
す
る
非
難
か
ら
、

攻
撃
へ
と
内
容
が
拙
炭
化
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

料
に
は
見
ら
れ
ぬ
瑳
想
で
あ
り
、
む
ろ
ん
、
取
り
上
げ
る
に
は
足
り
な
い
。
た
だ
し
、

マ
ム
ル

1
ク
と
し
て
の
ト
ル
コ
人
と
「
自
由
人
」
と
し

て
の
ト
ル
コ
人
と
を
封
比
さ
せ
て
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
準
出
の
一
意
一
味
を
説
い
た
箇
所
は
、
同
様
の
考
え
方
に
立
脚
し
て
ア
ル
プ
・
ア
ル

ス
ラ
l
ン
の
ユ

l
フ
ラ
テ
ス
渡
河
の
意
義
を
重
視
し
た
、

イ
ブ
ン

・
ア
ル
ア
デ
ィ

l
ム
の
停
え
る
逸
話
(
拙
稿
「
ト
ル
コ
人
」

『
ア
ラ
ブ
と
非
ア

ラ
e

フ』

中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
曾
報
告
四
鋭
、

一
九
八
三
年
、

ω
2
5・
〉ロ
r
R
P
S吋出・臼
-
N
N
〉
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

首
時
、 四
四
頁
、
同
『
ロ
白
-
~
〉
e
s
-
N
W
N
h
h
ε

ミ
aN1叫
dQN
色
、
叫
daw
ミ
主
匂
Q
H
忌
-
H
W
ι
・

E
F

「
ト
ル
コ
人
意
識
」
の
形
成
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を

あ
る
程
度
の

反
映
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
交
渉
は
、
四
三
六
/
一

O
四
四
年
、
カ
リ
フ
の
側
か
ら
使
節
が
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
汲
遣
さ
れ
る
形
で
始
ま
っ
た
。
切
由
同
国
内
σ
E
2凹

-120-

は
、
こ
の
時
の
カ
リ
フ
の
提
示
し
た
傑
件
を
以
下
の
四
貼
に
要
約
し
て
、
使
節
の
ロ
上
と
し
て
停
え
て
い
る
。

「
〉
宮
町
同
，
C
O出閉山】
W
F
切
〉
の
冨
〉
国
〉
玄
冨
〉
匂
(
マ
マ
)
よ
。

一
、
信
徒
の
ア
ミ
l
ル
(
カ
リ
フ
)
は
、
汝
に
か
く
の
如
く
言
わ
れ
た
。

汝
が
手
に
入
れ
た
園
々
は
、
汝
に
は
充
分
で
あ
る
。
他
の
ア
ラ
ブ
の
(
マ
マ
)
ぬ
0
4
冊
目
白
た
ち
の
(
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ミ
l
ル
に
封
態
す
る
語

か
)
園
々
を
望
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
彼
ら
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

「
汝
が
我
が
臣
下
と
な
る
以
上
、
巌
格
に
服
従
の
状
態
に
身
を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
離
婚、

奴
隷
解
放
に
つ

い
て
余
に
法
に
か
な
っ

た
(
芯
官
。

誓
い
を
す
る
こ
と
。
も
し
余
の
命
に
背
く
こ
と
あ
ら
ば
汝
の
財
産
す
べ
て
を
支
梯
い
に
あ
て
る
こ
と
」

「
欺
く
こ
と
な
く
、
正
し
い
行
い
を
し
、
信
徒
た
ち
の
群
れ
に
過
て
る
も
の
(
不
信
心
者
)
を
向
け
さ
せ
な
い
こ
と
」

四

「
汝
は
毎
年
、

と
を
な
す
な
ら
ば
、
名
血
管
の
外
衣
に
飾
ら
れ
、

汝
の
手
中
に
牧
め
た
諸
園
の
税
〈
E
E
Z〉
を
汝
の
前
任
者
の
慣
習
に
な
ら
っ
て
迭
る
こ
と
。

も
し
汝
が
こ
れ
ら
の
こ

汝
の
王
権
に
合
法
的
に
付
興
さ
れ
る
名
血
管
あ
る
稿
競
で
呼
ば
れ
、

『
暴
君

(
q
g口
同
〉
』
と



は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
。

こ
れ
に
劃
し
て
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
言
を
左
右
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
篠
件
の
す
べ
て
を
腕
曲
に
拒
絶
し
た
と
い
う

S
R
Z
$
3
0
5・
3
・N
O
U

l
N
C
C
。

イ
プ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
に
よ
れ
ば
、

四
三
五
年
に
、

カ
リ
フ
は
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
ジ
ャ
ラ
l
ル
・
ア
ヅ
ダ
ウ
ラ
、

ア
ブ
l

・
カ
l
リ
ジ
ャ

ー
ル
と
ト
ヮ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
と
の
紛
争
調
停
の
た
め
、

使
節
と
し
て
、

マ
l
ワ
ル
デ
ィ

l

(
〉
E
弘
e

伺
曲
師
曲
ロ
〉
z
r
・7
-
c
f
曲目
B
包

Frロ
恒
曲
『
同
『

曲目・冨
Z
R
L
M〉
を
汲
遣
し
た
。

彼
は
、

四
三
六
年
に
信
仰
還

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
グ
の
カ
リ
フ
へ
の
恭
順
の
意
を
俸
え
た
と
い
う

Q
・
〉
・
民
-

唱-
m
N
N
〉
。
こ
の
時
の
交
渉
の
具
瞳
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

切
回
門
司

m
r
E
2印
の
停
え
る
交
渉
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

回
常
国

m
V
E
2回
の
列
奉
す
る
う
ち
の
第
四
の
篠
件
と
は
、

う
ま
で
も
な
い
。
∞
民
同
与

E
2回
に
よ
れ
ば
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
へ
の
ラ
カ
ブ
の
授
輿
は
、

ヒ
ル
ア
の
授
輿
と
フ
ト
パ
に
お
け
る
稽
読
の
公
示
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
言

四
四
二
年
/
「
ギ
リ
シ
ア
暦
」
一
三
六
一

/
一

-121ー

O
五
O
年
に
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
同
年
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
の
住
民
た
ち
を
投
獄
し
た
た
め
、
彼
ら
が
カ
リ
フ
に
訴
え

を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
答
え
て
カ
リ
フ
は
、
そ
の
訴
え
を
聞
き
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
射
し
て
融
和
政
策
を
と
っ
た
。す
な
わ
ち
ト
ゥ
グ
リ
ル
・

ベ
ク
の
許
に
使
節
と
書
簡
を
迭
り
、
彼
を
円
、
回
当
P
H
r
Fロ
mw
〉
4
2
5
0同
岳
町
一
言
5
Z
B
P
H
N
O穴
Z
〉
0
・ロザム

ω
O
F吋
〉
Z
叶
凸
の
ZHN肘
戸

切
〉
の
(
マ
ご
と
呼
び
、
住
民
へ
の
迫
害
を
や
め
る
よ
う
懇
願
し
た
。
ト
ヮ
グ
リ
ル
・
ベ
グ
は
、
こ
の
申
し
出
を
待
っ
て
お
り
、
カ
リ
フ
の
申

し
出
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

見
返
り
と
し
て
二
高
デ
ィ

l
ナ
l
ル
を
カ
リ
フ
の
財
賓
庫
へ
、

二
千
デ
ィ

l
ナ
l
ル
を
「
王
園
の
行
政
官

(
手
。
包
E
5
5
2
g
a
o同

F
o
r
E問
品
O
B
)
」

へ
迭
金
し
た
と
い
う
(
回
常
国
各
B
o
g
-
唱
・
呂
田
・
こ
の
時
ト
ヲ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
ト
グ
ラ
ー
を
使
用
し
た

」
と
に
つ
い
て
は
、
清
水
・
目
、

一
一
一
頁
を
参
照
〉
。

つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
四
三
六
/
一

O
四
四
年
段
階
で
は
、
カ
リ
フ
か
ら
の
書
簡
で
わ
か
る
よ
う
に
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
、
ア
ミ

l
ル

と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
献
史
料
か
ら
は
、
彼
が
最
初
に
カ
リ
フ
か
ら
ス
ル
タ
ン
と
よ
ば
れ
た
の
は
、
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
事
件
後
の
こ
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と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

ス
ル
タ
ン
な
る
稽
競
を
カ
リ
フ
が
こ
の
時
輿
え
た
の
か
、
既
に
自
稽
し
て
い
た
も
の
を
追
認
し
た
の
か
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は
、
こ
の
史
料
で
は
わ
か
ら
な
い
。

イ
プ
ン
・
ア
ル
ア
シ

I
ル
に
よ
れ
ば
、

四
三
八
/

一
O
四
六
|
四
七
年
に
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
を
包
圏
し
、
講
和
金
と

フ
ト
パ
と
の
後
件
で
講
和
が
成
立
、

四
四
二
年
、

ム
ハ

γ

ラ
ム
月
/
一

O
五

O
年
五
l
六
月
に
は
同
地
を
再
び
包
圏
し
、

四
四
三
/

一
O
五
一

年
に
同
地
を
占
領
、

レ
イ
に
か
わ
っ
て
首
都
と
し
た

Q
・
〉
・
日
・

3
・印由
N1
2
3
0
同
年
、

ラ
マ
ダ
l
ン
月
/
一

O
五
二
年
一
月
、

カ
リ
フ
に
は
一
寓
デ
ィ

l
ナ

l
ル
と

ト
ゥ
グ
リ

ル
・
ベ
ク
は
、

カ
リ
フ
へ
返
書
を
迭
り
、

ヒ
ル
ア
と
ラ
カ
ブ

7
Z与
:・

-2与
の
複
数
形
〉
と
に
感
謝
し
、

賓
石
、
衣
服
な
ど
を
、
側
近

(
E臼
r
々
と
に
は
五
千
デ
ィ

1
ナ
l
ル、

千
デ
ィ

l
ナ
l
ル
を
贈
っ
た
と
い
う
公
・
〉
・
只
-
司

-go)。

ワ
ズ
ィ

l
ル
の
ラ
イ
l
ス
・
ア
ッ
ル
ア
サ
l
〈
月
忌
白
色
白
河
口

.2帥.〉
に
は

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
に
は

イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
事
件
の
い
き
さ
つ
は
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
が
∞

R
E
m
r
E
2印
が
述
べ
る

カ
リ
フ
に
よ
る
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
へ
の
稽
挽
授
輿
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
切
常
国
与

5
2∞
と
、

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
と
を
組
合
し
て
み
る
と
、

カ
リ
フ
が
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
、

四
四
二

-122ー

/

一
O
五
一
年
に
い
く
つ
か
の
ラ
カ
ブ
を
授
興
し
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
事
賞
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

ル
ク
ン
・
ア
ッ
J

ア
ィ

ー
ン
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
ス
ル
タ
ン
」
説
、が
、
こ
の
時
黙
で
カ
リ
フ
に
よ
っ
て
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
封
し
て
授
輿
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
判
断
出
来
な
い
。

切
民
国
与

E2ω
が
停
え
る
次
の
折
衝
は
、

四
四
六
/

一
O
五
四
年
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
カ
リ
フ
に
あ
て
て
メ
ッ
カ
巡
躍
路
の
治
安
確

「
巡
瞳
路
で
掠

保
を
名
目
に
、
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
来
一
意
を
表
明
す
る
使
者
を
汲
遣
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
主
張
は
、

奪
を
行
な
う
遊
牧
民
(
玄
〉

d
〉
JRS
の
群
れ
を
除
く
」
こ
と
と
、

「
シ
リ
ア
人
の
反
徒
た
ち
、

誤
て
る
エ
ジ
プ
ト
人
(
フ
ァ
l
テ
ィ
マ
靭
)
と

の
戦
い
に
赴
く
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
カ
リ
フ
は
、
や
む
な
く
返
書
を
迭
り
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
熱
意
を
賞
賛
し
、
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
来
訪

を
促
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う

S
R
E
$
5
0
5・唱
-
N
O
吋)。

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
シ

l
ル
は
、
∞
日
出
与

E2ω

の
記
す
と
こ
ろ
と
同
様
の
主
張
を
し
て
、

ト
ヮ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
入
ろ
う

と
し

カ
リ
フ
に
は
使
節
を
、4怒
っ
て
服
従
、
恭
順
の
意
を
表
し
、

カ
リ
フ
も
バ
グ
ダ
ー
ド
の
方
々
の
モ
ス
ク

C
E、ー曲目
H
R

〉
で
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ



ク
の
名
を
フ
ト
パ
で
唱
え
る
よ
う
命
じ
た
と
俸
え
て
い
る

Q
・
〉
・
同
×
u

官・

2
3
0

フ
ト
バ
は

同
年
ラ
マ
ダ

1
ン
月

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の

入
城
の
前
に
唱
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、

同
史
料
で
は
、

そ
の
稽
挽
は
明
ら
か
で
は
な
い
会
・
〉
・
ロ
・
司
・

2
3
0
ラ
I
ヴ
ア
ン
デ
ィ
ー
に
よ
れ

ば
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
方
々
の
ミ
ン
バ
ル
(
目
印
E
Z乙
で
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
名
を
唱
え
、
貨
幣
に
名
を
刻
む
(
r
J
白

3
・1

吋
己
主
コ
ニ
凶
mr

r
F
E
Z
-
S『
念
ロ
仏
唱
陶
ロ
副
同
国
。
田
口
『
史
的

F
r
E
E』
臼

F
E
M
Eロ
仏
)
ょ
う
、

カ
リ
フ
が
命
じ
、

(
そ
の
)
ラ
カ
ブ
(
マ
マ
)
は
、

白-・

ωg-円削一口閉山
crロ

白-・ロ担当
F
(
マ
マ
)
〉
ゲ
ロ

吋
帥
-
F
吋
ロ

m
r
ュ-∞巾}内

(河言、
一宮内四回・司・

5
3
0
た
だ
し
、
具
佳
的
に
ど
の
時
黙
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

冨
与
曲
目
自
由

L
V
-
Z停
包
-

J
E
S
S
 〉
自
同
門
田
-
-
z
z
W
5
5
Z
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
限
り
、

カ
リ
フ
は
、

ト
ヮ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
が
す
で
に
持

っ
て
い
た
稽
践
を
フ

ト
バ
と
貨
幣
の
形
で
公
認
し
た
こ
と
に

な
り
、
こ
の
時
黙
で
彼
が
ト
ヲ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
「
稽
競
」
を
授
興
し
た
と
は
、
理
解
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
入
る
許
可
を
カ
リ
フ
に
求
め
る
た
め
の
使
者
を
、途
り
、
許
可
を
得
た
。
カ
リ
フ
の
側
か
ら

は
、
ワ
ズ
ィ

l
ル
・
ラ
イ
l
ス
・
ア
ッ
ル
ア
サ
ー
が
、

カ
I
デ
ィ
ー
た
ち
(
宮
念
J

、

ナ
キ

l
プ
た
ち
守
口
官

E
J、
高
官
た
ち
(
白
島
町
民
〉
、
記

-123ー

録
官
た
ち

(ω
E
E
5、
ハ

l
デ
ィ
ム
た
ち

(
r
E含
E
)

(
ア
ッ
バ

l
ス
)
朝
の
有
力
者
た
ち

F
J削
口
弘

'
E
d
E〉
、
プ
ワ
イ
フ
朝
の
マ
リ
ク
・

ア
ッ
ラ
ヒ

I
ム
の
軍
隊
の
有
力
者
た
ち
官
民
ユ
ロ
牛
ロ
自
国
品
・

2
ロ
g
r
R
牛
刀
品
目
自
〉
を
伴
っ
て
、

彼
を
迎
え
に
出
、

カ
リ
フ
の
書
簡
を
手
渡
し

た
と
い
う

Q
・
〉
・
民
・
司
・

2
3
0
こ
の
内
容
も
具
鐙
的
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
を
受
け
て
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
、

同
月
、
パ
グ
ダ

ー
ド
へ
入
り
、

シ
ャ
マ

l
シ
l
ヤ
門
に
陣
を
張
っ
た

Q
・〉・

3
・∞
5
1
2
C。
セ
ル
ジ
ュ

l
ク
勢
力
の
バ
グ
ダ
ー
ド
到
着
に
際
し
て
は
、
同
地

ト
ル
コ
人
部
隊
の
強
い
反
針
が
あ
り
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
同
行
の
、
吋
己
円

r
s
E
(
F『
Eorsoc聞
は
、
の
同
O
N
N〉
J

ヘ
帥
と

す
る
)
と
の
聞
で
小
競
り
合
い
が
あ
り
、
「
の
出
口
N
N
〉
J
円
H
W

〈
マ
マ
〉
の
曲
目
円
円
た
ち
」
が
市
内
に
凱
入
し
て
、

の
ダ
イ
ラ
ム
人
、

殺
裁
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
と

は
逆
に
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
も
部
下
の
ダ
イ
ラ
ム
人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
に
抗
議
し
て
、

カ
リ
フ
へ
の
苦
情
の
申
し
た
て
を
行
な
っ
た
。

一
方

で
、
カ
リ
フ
へ
の
配
慮
か
ら
市
内
で
の
掠
奪
を
差
し
控
え
さ
せ
た
。
し
か
し
、

ト
ヲ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
、

カ
リ
フ
の
迭
っ
た
和
解
の
使
節
を
捕

123 

ら
え
、
貢
ぎ
も
の
を
掠
奪
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
時
に
桐
喝
を
も
行
な
っ
て
い
る

S
R
E
o
r
g
o
E
-
唱・

8
8
0
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セ
ル
ジ

L
l
ク
勢
力
は
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
入
城
し
、
、
H

，
E
r
B帥
ロ
を
恐
れ
た
人
々
は
、
カ
リ
フ
の
宮
殿
の
周
り
に
避
難
し
た
。
カ
リ
フ

も
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
失
望
の
念
を
停
え
、
そ
れ
に
謝
し
て
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
も
、
手
い
を
起
こ
し
た
、
部
下
の
ト
ル
コ
人
(
吋
ロ
『
宮
)
を

翌
日
、

慮
刑
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
上
は
恭
順
の
意
を
表
し
た

S
R
Z
o
r
B
o
g
-
唱・

8
3
0

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
、

カ
リ
フ
へ
の
支
給
額
を
ブ
ワ
イ
フ
朝
時
代
よ
り
三
寓
デ
ィ
l
ナ
l
ル
増
額
し
、
小
委
も
五
百
コ
l
ル

(
5
7
E三

加
増
さ
せ
て
優
遇
策
を
と
っ
た

S
R
E与『
2
5・
宅

-NS18
3
0
ま
た
、
こ
の
時
、

ス
ル
タ
ン

(
ω
p
-
Zロ
・
:
マ
マ
)

の
名
で
デ
ィ

l
ナ

l
ル

(ι
目
ロ
釦
円
〉
、
ズ

l
ゼ

(
N
D
N
b
)

の
雨
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
た
と
い
う

S
R
Z与
goc臼
-
u
・
8
3。
回
匝
門
出
∞

F
8
5
が
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
を
ス
ル

タ
ン
の
稿
競
を
付
け
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
、
前
述
の
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
の
事
件
で
カ
リ
フ
よ
り
ラ
カ
ブ
を
贈
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
よ
る
、
貨
幣
鋳
造
に
闘
す
る
最
初
の
記
述
は
、
や
は
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
現
れ
る
。
こ
れ
に
、

ス
ル
タ
ン
の

稽
蹴
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
鈷
は
ラ

1
ヴ
ア
ン
デ
ィ
!
と
一
致
す
る
。

の
ワ
ズ
ィ

l
ル
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
。
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
カ
リ
フ
に
面
合
同
し
た
の
は
、

マ
ウ
ス
ィ
ル
遠
征
よ
り
蹄
還
し
た
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ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
、
そ
の
後
バ
グ
ダ
ー
ド
に
一
年
と
一
ヶ
月
留
ま
っ
た
が
、

カ
リ
フ
に
直
接
面
曾
す
る
こ
と
は
な
く
、
交
渉
は
、
雨
者

四
四
九
/

一
O
五
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
切
R
Z
S円曲目
5
に
よ
れ
ば
、

カ
リ
フ
の
ワ
ズ
ィ

l
ル
・
ラ
イ

l
ス
・
ア
ッ
ル
ア
サ
!
と
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ

ク
と
の
聞
で
下
交
渉
が
行
な
わ
れ
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
側
が
直
接
の
奔
謁
を
強
く
主
張
し
、
こ
れ
が
聞
き
容
れ
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
。
奔
謁

の
儀
式
は
、

カ
リ
フ
が
、
二
重
の
天
幕
の
内
側
の
高
い
王
座
に
座
し
、

ア
ッ
バ

l
ス
朝
の
色
で
あ
る
黒
の
外
衣
を
着
用
し
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ

ク
を
、
自
分
よ
り
は
や
や
低
い
座
に
座
ら
せ
荘
重
な
演
出
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
、

カ
リ
フ
は
、
遁
均
一
昨
に
射
し
て
、
「
ス
ル
タ
ン
に
劃
し
て
、

か
く
の
如
く
言
え
。
信
徒
の
ア
ミ

l
ル
は

汝
の
配
慮
を
多
と
し
、

そ
の
務
を
讃
え
る
と
。
そ
し
て
、

心
せ
よ
、
彼
(
カ
リ
フ
)
は
汝
に
、
紳

〈。。
ι・
ア
ッ
ラ
l
)
が
彼
(
カ
リ
フ
〉
に
委
ね
て
い
た
す
べ
て
の
地
方
、

諮
園
を
委
ね
る
の
で
あ
る
と
。

そ
れ
ゆ
え
、

汝
の
領
土
で
は
、

神
を

恐
れ
、
正
義
を
行
な
い
、
紳
の
汝
に
劃
す
る
恩
簡
に
感
謝
せ
よ
」
と
言
う
よ
う
に
命
じ
た
と
い
う

S
R
E
S
S
m
E・司
-N
H
3
0
こ
れ
が
、

カ
リ

フ
が
ト
ゥ
グ
リ
ル

・ベ

ク
を
ス
ル
タ
ン
と
直
接
呼
ん
だ
最
-
初
の
記
述
で
あ
る
。
ブ
ン
ダ

l
リ
ー
は
、
こ
の
時
の
遁
詳
を
ワ
ズ
ィ

l
ル
の
ク
ン
ド



ゥ
リ
ー
が
務
め
た
と
し
て
い
る

2
自
民
・
回

E
念
ユ
-
唱

-g)。

カ
リ
フ
は
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
に
七
着
の
黒
い
外
衣
と
豪
華
な
王
冠
と
を
授
興
し
、
彼
を
東
方
と
西
方
の
王
と
呼
ぶ
よ
う
に
式
部
官
に
命
じ

た
と
レ
う
(
回
町
田

o
r
g
E臼・司
-
N
H
N
)
。

こ
の
時
の
稽
読
が
、
他
の
史
料
で
い
う
マ
リ
ク
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク
・
ワ
・
ア
ル
マ
グ
リ
ブ
(
玄
丘
停
止
・

ζ
g
r
s
d〈
俗
牛
玄
白

mrユ
『
)
で
あ

る
(
凶
自
包
・

ω
E
&コ・司
-
H
3
0

こ
の
稽
競
は
多
分
に
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
を
一
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
け
る
政
治
情
勢
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
記
録
を
残
し
て
い
る
ス
ィ
ブ
ト
・
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
ー
に
は
、
残
念
な

が
ら
四
四
八
/
一

O
五
七
年
以
前
の
記
述
が
な
い
。
彼
は
記
述
の
最
初
か
ら
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
を
一
貫
し
て
ス
ル
タ
ン
と
呼
ん
で
お
り
、
す

で
に
、
こ
の
呼
び
方
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
四
四
九
/
一

O
五
八
年
の
カ
リ
フ
と
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
と
の
曾
見
に
お
い
て

は
、
ラ
イ
l
ス
・
ア
ッ
ル
ア
サ
ー
を
介
し
て
、

カ
リ
フ
は
彼
に
ル
ク
ン
・
ア
ヅ
デ
ィ

l
ン
(
河
ロ
吉
弘
'
U
Z
〉
と
呼
び
掛
け
、

ヒ
ル
ア
と
王
冠
の

-125ー

授
輿
を
行
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に
フ
ト
バ
で
マ
リ
ク
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク
・
ワ
・
ア
ル
マ
グ
リ
プ
と
唱
え
ら
れ
た
と
す
る

(
r
E
S
E
E
P
-丘一
r
牛
玄

g
r
z
d
E
牛
玄

arFr)
〈

ω-r・』・

3
・N
印

l
N
3
0

こ
れ
か
ら
見
て
、

四
四
九
年
段
階
で
、

は
じ
め
て
ト
ゥ
グ
リ

ル
・
ベ
ク
は
、

カ
リ
フ
よ
り
直
接
稽
挽
を
受
け

そ
れ
が

マ
リ
ク
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク
・
ワ
・
ア
ル
マ
グ
リ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
確
認
さ

れ
る
の
で
あ
る
(
イ
プ
ン
・
ア
ル
ア
シ
ー
ル
戸
〉
・
V

〈ア司・

8
品
・
お
よ
び
、

イ
プ
ン
・
ア
ル
ジ
ャ
ウ
ズ
ィ
I

戸
』
・
〈
ロ
ア
唱
-
H

詔
・
も
同
年
の
僚
で
同
様
に
述

べ
て
い
る
)
。

フ
サ
イ
ニ

1
は、

四
四
八
/
一

O
五
七
年
、

ア
ル
カ

l
イ
ム
と
チ
ャ
グ
リ

1
・
ベ
ク
の
娘
の
婚
姻
の
際

カ
リ
フ
が
「
ス
ル
タ

ン
・
ト
ゥ
グ
リ
ル
」
に
七
着
の
ヒ
ル
ア
を
輿
え

「
ス
ル
タ
ン
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク
・
ワ
・
ア
ル
マ
グ
リ
ブ
」
と
フ
ト
パ
で
唱
え
さ
せ
た
と
す

る
が
(
司
ロ
g
u
B同・司
-
H
∞
)
、
こ
れ
は
、
年
代
に
も
、
稽
挽
に
も
明
ら
か
な
混
同
が
あ
る
。

二
、
貨
幣
史
料
に
見
え
る
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
稽
挽
の
愛
化

125 

前
章
で
は
、
文
献
に
現
れ
る
、
雨
者
の
交
渉
の
遁
程
を
追
い
、

カ
リ
フ
・
ア
ル
カ

l
イ
ム
に
よ
る
ト

P
グ
リ
ル
・
ベ
ク
へ
の
稽
挽
の
授
輿
の
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時
黙
と
、
そ
の
内
容
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
が
、
現
存
す
る
貨
幣
と
ど
の
よ
う
に
針
臨
服
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
史
料
と
し
て
使
用
す

る
の
は
、
先
に
別
稿
で
も
利
用
し
た
資
料
集
〉

f
m
E
p
p
z
r
x
z
r
z
F
E
E
-z
F
N
h
H
h
b
E
b
d
h
H
3
g
r
p
b司「
h
R
E・
5
己
-

日∞・邑
ω
1
3
N・
で
あ
る
(
こ
の
資
料
集
に
つ
い
て
は
、
清
水

-
E、一

O
六
l
一
O
七
頁
を
参
照
〉
。

こ
こ
で
は
、
貨
幣
の
表
と
裏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
部
に
刻
ま
れ
た
人
名
〈
清
水

-
E
の
論
文
の
一

O
七
頁
に
園
で
示
し
た
、
B
、
F
の
部
分
に
相
嘗

す
る
)
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
表
に
そ
の
一
賢
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
ア
ル
プ
テ
キ
ン
の
付
け
た
整
理
番
競
は
、
概
ね
年
代
順
で
あ
る
が
、
年
の
一
部
が
讃
み
と
れ

な
い
も
の
を
、
類
推
し
て
配
列
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
従
わ
ず
、
讃
み
と
れ
ぬ
と
こ
ろ
は
、

置
く
こ
と
に
し
た
。

「

X
L
で
示
し
、

最
後
に
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/
 Ab
u
τ
a
l
i
b
 

R
u
k
n
 al
-D
i
n
 
(
爾
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
〉

al-Qa
'i
m
 b
i
-
A
m
r
 
Allah 

I
 
alω
山ω…
Qωω
仇
a抗
山1m
山
A
 日

|
 
ω
m
b山
All脂昌

2
6
 

dinar 
レ
イ

4
4
5
 

2
7
 

dinar 
レ
イ

al-Sul~ãn 
al-Mu'a

事事
a
m
/
S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

T
u
g
h
r
i
l
 B
e
k
/
 
A
b
u
 Talib 

al
-Q
a
'
i
m
 b
i
-
A
m
r
 Allah 

4
4
5
 

2
8
 

2
9
 

dinar 

dinar 

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン

al-Sultan 
al-Mu'a

事亨
a
m
/S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 Ab
u
 Talib 

al-Sultan 
al-Mu'a~

芋a
m
/
S
h
ã
h
a
n
s
h
ã
h

R
u
k
n
/
a
l
-
D
i
n
 
T
u
g
h
r
i
l
 B
e
k
 

4
4
5
 

4
4
6
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446 
I
 al
臼
i
m山

Allah
l
 d
S
u
l
t
a
n
a
l山
川
…
|一
一
I
dinar 

al-Ajall!Rukn al-Din 
T
u
g
h
r
i
l/B
e
k
 

al-Qa'im 
bi
-
A
m
r
 Allah 

al-Sul~ãn 
al
・M
u
‘a
事事
a
m
/
S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

447 
T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 A
b
u
τ
a
l
i
b
/
 

レ
イ

dinar 
31 
I
 

R
u
k
n
 al-Din 
(
南
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
)

447 
|
ω
a
'
i
m
 b
i
-
A
m
r
 A
lI
a
h
 
|
 向上

I
 d耐

447 
I
 al-Q
a…
 

l
d
S
u
ltanal…

m
S…

a
h
 
|パノレダーレ

τ
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
 A
b
u
 Talib 

447 |
山
山
A
lI
a
h

l
d
S
u
l
t
a
n
a
I
M
u
m
m/
S…

a
h
/
 

T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 Ab
u
 Talib 

447 
I
 al
臼
i
m山

A
l
凶

|
 …
…
戸
田
/
…
h
a
h
i…
一
I
dinar 

al-Aja
lI
/R
u
k
n
 al-Din 
T
u
g
h
r
i
l/
B
e
k
 

al-Qa'im 
b
i
-
A
m
r
 A
lI
a
h
 

al-Sul~ãn 
al-Mu'a~

伺
m
/
S
h
ã
h
a
n
s
h
ã
h
/

448 
T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 
A
b
u
 Talib
/
 

ア
フ
ワ
ー
ズ

din
ar 
36 

R
u
k
n
 al-Din 
(
雨
側
に
わ
か
れ
て
3泊
ま
れ
る
〉

448 
|
ω
m山

1…
al
山
一
叫

R
u
k
n
/
a
l
司D
i
n
T
u
g
h
r
i
l
 B
e
k
/
 A
b
u
 Talib 

448 |山
m山

1
4
S
u
l
t
a
n
a
l
M
u…
/S…

a
h
 
I
 ;，ー
シ
ャ
一
九
I
 din 

al
・A
j
a
l
l
/
R
u
k
n
al-Din 
T
u
g
h
r
i
l/ 
B
e
k
 

al-Sul
戸
n
a
l
-
M
u
‘
師
事
a
m
/S
h
a
h
a
n
s
h
ah
/

449 
τ
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 
A
b
u
 Talib
/
 
パス
ラ

dina
r
 
39 

R
u
k
n
 al-Din 
(
爾
側
に
わ
か
れ
て
書
か
れ
る
〉

由NH
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449 
I
 al臼
1
m山

A
帥

l
 …
…
羽
m
/山
s
h
a
h
I
 ~- ~ャ ヂノレ

I
dinar 

al-Ajall
/
R
u
k
n
 al-Din 
τ
u
g
h
r
i
l/
B
e
k
 

I
 al
ω…
 

l
d
S
u
l
t
a
n
a
l…

m
/S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/
 

4
4
X
 

τ
u
g
h
r
i
l
 B
e
k
/
 
A
b
u
τ
a
l
i
b
 

450 
I
 al-Qa
'i
m山
|山
山
…

R
u
k
n
 al-Din 
(
雨
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
)

451 |山
田
川

l
 d
S
u
l
E
a
n
a
l山
…
加
|…
一
I
din
ar
 

al-Ajall
/R
u
k
n
 al-Din 
T
ughri
l/
B
e
k
 

al-Qa
'i
m
 b
i
-
A
m
r
 
Allah 

al
-Sultan 
al-Mu'a

符
a
m
/S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

45
2
 

T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 
A
b
u
 Talib
/
 

レ
イ

dinar 
45 
I
 

R
u
k
n
 al-Dawla(?) (

南
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
〕

452 
l
 山
山
All
ah

l…
山
H
a
m
/山
s
h
a
h
|…
一
I
din
ar
 

al-Ajall
/R
u
k
n
 al-Din 
T
u
g
h
r
i
l/
B
e
k
 

al-Qa
'i
m
 b
i
-
A
m
r
 Allah
/
 

al-Sultan 
a
l
-
M
u
‘a
手写
a
m
/S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

453 
A
b
u
 Talib 

(
柄
側
に
わ
か
れ
て
~

J
T
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k
/
 

レ
イ

dinar 
47 

ま
れ
る
)

R
u
k
n
 al-Din 
(
雨
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
〉

al
・Q
a
'
i
m
b
i
-
A
m
r
 A
l
l
a
h
 

al-Sultan 
al-Mu'a

写芋
a
m
/S
h
a
h
a
n
s
h
a
h
/

453 
τ
u
g
h
r
i
l
 
B
e
k/
 Ab
u
 Talib
/
 

マ
デ
ィ
ー
ナ
・

dinar 
48
 

R
u
k
n
 al-Din 

(
南
側
に
わ
か
れ
て

~J
ま
れ
る
)

ア
ッ
サ
ラ
ー
ム

al-Qa
'i
m
 b
i
-
A
m
r
 A
l
l
a
h
/
 

al-Sult
a
n
 a
l
-
M
u
'
a
~手
a
m
/
S
h
ã
h
a
n
s
h
ã
h
/

455 
a
l
-
A
m
i
r
 a
l
-
M
u
'm
i
n
i
n
 

τ
u
g
h
r
i
l
 B
e
k
/
 
A
b
u
τ
a
l
i
b
/
 

マ
デ
ィ
ー
ナ
・

dinar 
49 

R
u
k
n
 al-Din 
(
雨
側
に
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
る
)

ア
ッ
サ
ラ
ー
ム

。的同
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マ
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骨
V
¥
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ヰ
守
市
首
H
叫
附
捕
問
琳
聞
神

設
掛
知

-Hm恭
闘
行
柚
4
3
N
V

諮
問
抽
局
)
山
沖
命
感
当
時
切
J
『

表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、

四
三
七
/
一

O
四
五
|
四
六
年
ま
で
に
鋳
造
さ
れ
た
貨
幣
で
は
、

ス
ル
タ
ン
の
稽
競
は
現
れ
な
い
。
鋳
造
地
は

ニ

l
シ
ャ
ー
プ

I
ル
と

ν
イ
と
で
あ
る
が
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
は
ア
ミ
!
ル
の
稽
蹴
で
現
れ
る
。

四
三
六
年
段
階
で
は
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
ア
ミ
l
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
賓
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
註
一
意
一
す
べ
き

ど
ち
ら
も
事
態
は
同
じ
で
あ
り
、

こ
れ

-131ー

は
、
前
章
で
述
べ
た
、

は
、
南
方
の
貨
幣
に
は
微
妙
な
差
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
で
は
、
同
-
・
〉
B
H
H

巳
・
〉
Y
Z
と
表
現
さ
れ
る
の
に
射
し

て
、
レ
イ
貨
幣
で
は
、

曲一・〉
B
M門担-・
ω
ミ
u
孟
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
で
は
、
表
に
は
「
ア
γ
ラ

1
の
他
に
紳
な
し
、

ア
ッ
ラ

I
は

唯
一
に
し
て
な
ら
ぶ
も
の
な
し
」
の
文
言
が
刻
ま
れ
、

カ
リ
フ

・
ア
ル
カ
l
イ
ム
と
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
と
の
名
は
い
ず
れ
も
裏
面
に
置
か
れ

て
い
る
の
に
射
し
て
、
後
者
で
は
表
に
カ
リ
フ
の
名
、
裏
に
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
名
が
、
わ
か
れ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
四
三
八
/
一

O
四
六

一
般
的
な
も
の
と
な
る
(
例
外
は
四
四
四
/
一

O
五
三

ー
五
四
年
の
イ
ス
フ
ア
ハ
l
ン
貨
幣
の
み
で
、

こ
れ
で
は
、
こ
の
レ
イ
貨
幣
の
形
式
が
踏
襲
さ
れ
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
名
が
表
面
に
、
カ
リ
フ
の
名
が
裏
面
に
配
置
さ
れ
て
い
る
)
。

初
期
の
段

ー
七
年
以
降
の
貨
幣
で
は
、
鋳
造
地
を
問
わ
ず
、

131 

階
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
形
式
に
統
一
が
な
く
、
特
に
-
一

l
シ
ャ
ー
プ

1
ル
貨
幣
は
濁
特
な
形
式
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
貨
幣
に
ス
ル
タ
ン
の
稽
践
が
現
れ
る
の
は
、

四
三
八
年
の
レ
イ
貨
幣
以
降
の
こ
と
で
あ
る
〈
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
清
水

-
E、
一
一
一
良
で



132 

簡
単
に
述
べ
た
。
貨
幣
の
形
式
の
質
例
も
同
稿
ご
一
ー
一
四
頁
で
紹
介
し
て
あ
る
)
。
こ
れ
を
前
章
の
文
献
史
料
と
封
比
さ
せ
て
み
る
と
、
こ
の
貨
幣
は

第
一
次
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
包
園
の
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、

カ
リ
フ
か
ら
の
稽
競
授
輿
に
先
立
っ
て
、
す
で
に

貨
幣
に
は
ス
ル
タ
ン
の
稽
競
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ス
ル
タ
ン
観
は
、
決
し
て
皐
濁
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

常
に
「
偉
大
な
:
:
:
色
白
冨
ロ

d
s
s」
の
語
と
と
も
に
現
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム

世
界
で
貨
幣
に
最
初
に
ス
ル
タ
ン
の
稽
掠
を
貨
幣
に
刻
ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
彼
を
も
っ
て
最
初
と
す
る
が
、
ス
ル
タ
ン
の
語
は
そ
れ
の

み
で
は

充
分
に
熟
し
た
政
治
用
語
で
は
な
く
、

回目・

7ph白
羽
目
ヨ
と
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
偉
大
な
る
支
配
者
」
と
し
て
の
、

--， 
稽

挽
」
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

国】
目冨己
負
担
混
同
日
が
皐
な
る
修
飾
的
な
用
語
で
は
な
く
強
い
結
び
つ
き
を
持

つ
語
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
に
刻
ま
れ
て
い
る
イ
ラ
ン
的
な
稿
挽
で
あ
る
、

ω
z
r
g
m
r帥
『
が
、
嘗
-初
車
濁
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
封
照

す
れ
ば
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

ω
E
Zロ凹
E
F
も
、
切
常
国
各
自

2
∞
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
「
自
稿
」
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
だ
し
、
こ
こ
で
も
例
外
は
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
で
あ
る
。
四
三
八
年
か
ら
四
四
一
年
ま
で
は
レ
イ
、

一1
シ
ャ
ー
プ
l
ル
の
南
貨
幣

-132ー

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
以
後
も
通
常
は
皐
濁
で
使
わ
れ
、
他
の
語
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

の
文
言
は
、
若
干
の
配
置
の
差
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
は
、
殆
ど
同
一
と
い
っ
て
も
良
い
。
と
こ
ろ
が
、

一l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
で
は

四

四
二
/
一

O
五

O
l五
一
年
以
降
、

ω-M帥}戸曲ロ田}困問「の
翠聞は、

必
ず
と
・
〉
V
-
-
(最
も
高
き
)

の
語
と
と
も
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
他
の

地
域
の
貨
幣
と
は
明
確
な
差
異
を
生
ず
る
。
四
四
二
年
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
如
く
、

イ
ス
フ
ア
ハ

1
ン
再
包
圏
と
、
こ
れ
に
か
ら
ん
で
、

カ

リ
フ
よ
り
ラ
カ
プ
が
贈
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
よ
り
ニ

l
シ
ャ

ー
プ

l
ル
貨
幣
に
お
け
る
稿
鋭
の

一
部
が
襲
更
さ
れ
て
い
る
事
買
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

別
稿
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、

ニ
1
シ
ャ
ー
プ

l
ル
は
、

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
版
圏
内
で
濁
自
の
地
位
に
あ
る
都
市
で
あ
っ
た
(
清
水
・
日
、

二

四
|
二
九
頁
〉
。
こ
の
こ
と
が
貨
幣
に
お
け
る
稽
挽
の
扱
い
の
違
い
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

更
に
、
別
稿
で
燭
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、

ニ
l
シ
ャ

1
.ア
ー
ル
貨
に
特
有
な
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
貨
幣
流



通
の
問
題
で
あ
る
。
一

O
世
紀
初
頭
に
は
、

イ
ラ
ク
お
よ
び
西
方
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
い
て
は
、

ホ
ラ

l
サ

l
ン
の
貨
幣
の
地
位
は
低
か
っ
た

ヵ:

一
一
世
紀
に
な
る
と
、

ア
ル
カ
I
イ
ム
は
、

フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
と
劃
抗
す
る
た
め
、

ニ
1
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
の
威
信
は
向
上
し
、
流
通
量
も
増
大
し
た
。
四
二
七
/
一

O
三
六
年
に
は
、
カ
リ
フ
・

商
取
引
に
お
い
て
は
、
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
の
マ
グ
リ
ピ

l
(宮
ω
m
r
F
C
貨
幣
の

使
用
を
や
め
、

カ
l
シ
ャ
l
y
製
の
〉
質
、

か
わ
り
に
前
の
カ
リ
フ
・
ア
ル
カ

l
デ
ィ
ル
(
年
。
卸
会
乙
の
鋳
造
に
よ
る
カ

l
デ
イ
リ
ー
貨
、
カ

l
シ
ャ

l
ニ
l
(穴
eEE---

ニ
l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
を
採
用
す
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う

3
2
3
ュY
4・
ha--
唱・

5
3
0

ナ

l
ス
ィ
ル
・
ホ
ス
ロ

取
り
引
き
が
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
で
な
さ
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
い
る

Q
Eド・

ヲ

H
g
-
Z
主
ニ
ロ
E
向

2
・唱
-
E
P
R
H
Eが同
Z
E
E
-日

MVEr--szzzzzzzι
・J
。
つ

ま
り
、
康
域
に
流
通
す
る
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣

ウ
f
dも、

イ
エ
メ
ン
の
フ
ア
ラ
ジ
ユ

(
F
E
)
地
方
で
、

-r」+也、
b
v
t
 
カ
リ
フ
の
意
向
、

お
よ
び
彼
と
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
と
の
関
係
が
よ
り
敏
感
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
別
稿
で
述
べ
た
弓
と
矢
の
象
徴
の
問
題
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
こ
の
黙
を
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

日一
l
シ
ャ
ー
プ

i
ル
貨
絡
に
は
、
他
の
地
で
作
ら
れ
た
も
の
に
比
較
し
て
、
岡
市
の
濁
立
的
な
性
格
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を
反
映
し
た
濁
自
性
を
持
つ
と
と
も
に
、

イ
ス
ラ
ム
世
界
に
た
い
す
る
普
遍
性
を
も
粂
備
す
る
と
い
う
、
二
面
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
も
う
一
つ
の
ラ
カ
プ
で
あ
る
ル
ク
ン
・
ア
ヅ
デ
ィ

l
ン
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
が
貨
幣
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
同
じ
く
四

四
二
年
の
一

I
シ
ャ
ー
プ

l
ル
貨
幣
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
章
で
検
討
し
た
文
献
史
料
の
記
述
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
カ
リ
フ
に
よ

っ
て
授
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ニ
l
シ
ャ
ー
プ

1
ル
貨
幣
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
、

(
マ
デ
ィ
I
ナ
・
ア
ッ
サ
ラ
!
と
貨
幣
に
も
登
場
す
る
。

こ
の
稽
挽
は
、

レ
イ
、

イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン、

ア
フ
ワ

l
ズ、

パ
ス
ラ
、

バ
グ
ダ
ー
ド

四
四
九
年
に
カ
リ
フ
よ
り
直
接
授
輿
さ
れ
た
、

マ
リ
ク
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク
・
ワ
・
ア
ル
マ
グ
リ
プ
は
、

ほ
と
ん
ど
貨
幣
に
は
使
用
さ
れ

.
す
、
唯
一
、

四
五
五
年
第
造
と
思
わ
れ
る
四

X
五
年
の
バ

グ
ダ
ー
ド
貨
幣
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

貨
幣
を
見
る
限
り
、
バ
グ
ダ
ー
ド
入
城
の
四
四
七
年
と
い
う
年
は
、
そ
の
文
言
に
は
、
何
の
襲
化
も
輿
え
て
い
な
い
。
バ
グ
ダ
ー
ド
で
鋳
造
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さ
れ
る
貨
幣
に
は
繁
化
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
初
に
現
れ
る
例
が
四
五
三
年
製
の
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
も
の
が
な
い

の
で
明
言
は
出
来
な
い
。
そ
の
他
の
地
に
お
け
る
貨
幣
に
つ
い
て
言
え
ば
、
形
式
、
稽
挽
の
内
容
と
も
に
湊
化
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
パ

グ
ダ

1
ド
製
の
貨
幣
も
、
そ
れ
ら
と
同
一
の
内
容
、
形
式
で
あ
る
。
た
だ
し
、
築
造
地
を
見
て
み
る
と
、

一l
シ
ャ

ー
プ
l
ル、

レ
イ
J
と
い
っ

た
中
心
地
以
外
で
は
、
全
践
と
し
て
、

し
だ
い
に
西
方
へ
移
動
し
て
い
く
様
子
が
良
く
誼
み
と
れ
る
。
刻
ま
れ
る
格
競
は
、

四
四
二
年
の
レ
イ

貨
幣
に
お
け
る
も
の
と
同
一
で
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
作
ら
れ
る
場
所
の
み
が
移

っ
て
い
く
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
文
献
史
料
と
貨
幣
史
料
と
の
南
面
か
ら
、

カ
リ
フ
と
ト
ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
と
の
関
係
を
眺
め
て
く
る
と
、

カ
リ
フ
の
側
か
ら

ト
ヲ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
に
輿
え
た
格
競
は
、

ル
ク
ン
・
ア
ッ
デ
ィ

l
ン
と
マ
リ
ク
・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ
ク

・
ワ

・
ア
ル
マ

グ
リ
ブ
と
の
こ
つ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ス
ル
タ
ン
と
シ
ャ

l
ハ
ン
シ

ャ
l
、
特
に
ス
ル
タ
ン
と
い
う
重
要
な
一意
味
を
も
っ
格
闘
は
、

イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
事
件
以
前
よ

-134ー

り
使
わ
れ
て
い
た
自
稀
で
あ
っ
た
。
イ
ス
フ
ア
ハ

l
ン
事
件
に
お
い
て
、

カ
リ
フ
は
、
こ
れ
を
追
認
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

四
四
七
/

一
O
五
五
年
に
、

カ
リ
フ
が
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ

ク
に

「
ス
ル
タ
ン
」
の
格
競
を
授
興
し
た
事
買
は
な
い
。
こ
の
年
の
一意
味
を
持
つ

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
す
で
に
持
っ
て
い
た
、

し
か
も
、

カ
リ
フ
自
身
も
、
す
で
に
別
の
機
舎
に
承
認
し
て
い
た
格
競

を
「
バ
グ
ダ
ー
ド
の
」
フ
ト
パ
で
唱
え
さ
せ
、
貨
幣
に
刻
ま
せ
た
と
い
う
、
支
配
権
公
認
の
行
魚
の
中
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

雨
者
の
交
渉
も

カ
リ
フ
か
ら
は

H
，
5
w
g
E
へ
の
苦
情
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
劃
し
て
、

ト
ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
か
ら
の
申
し
入
れ
は
自

己
の
主
張
を
貫
徹
さ
せ
る
た
め
の
も
の
が
多
く
、
交
渉
そ
の
も
の
も
、

ト
ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
の
側
か
ら
要
求
し
て
貫
現
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
雨
者
の
交
渉
は、

ト
ゥ
グ
リ
ル

・
ベ
ク
の
主
導
権
の
下
で
進
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
上
、
初
期
の
時
代
か
ら
、

カ
リ
フ
・
ア
ル
カ

l
イ
ム
に
よ
る
ト
ヮ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
へ
の
マ
リ
ク

・
ア
ル
マ
シ
ュ
リ

ク
・
ワ

・
ア
ル
マ
グ
リ
プ
の
稽
挽
授
興
ま
で
の
段
階
で
の
、
文
献
と
貨
幣
と
の
比
較
を
行
な
っ
た
。
論
貼
整
理
の
た
め
、
政
治
的
背
景
、
特
に



フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
と
の
閥
係
、

お
よ
び
パ
サ
l
ス
ィ

l
リ
l
の
反
凱
に
つ
い
て
は
意
識
的
に
割
愛
し
た
。
し
か
し
、
交
渉
の
背
景
と
し
て
こ
れ

h

り
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

貨
幣
史
料
上
の
問
題
と
し
て
は
、
前
稿
で
課
題
と
し
て
残
し
た
稽
挽
の
問
題
に
、

あ
る
程
度
回
答
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

R

-

ご
-

争
d
ふ
/

「巳・

ωロ
-
Sロ
」
が
単
調
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

回
目

-
Z
R
S
2
5」
、
時
に
「
と
・

ω己
百
ロ
同
-a
〉
ぜ
曲
目
」
と
い
う
形
で
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
ス
ル
タ
ン
の
語
の
持
つ
意
味
、

し
、
ア
ル
プ
・
ア
ル
ス
ラ
l
ン
以
降
の
時
代
に
お
け
る
傾
向
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
簡
単
に
燭
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

セ
ル
ジ

L
l
ク
朝
の
各
君
主
の
時
代
を
通
し
て
、

貨
幣
で

通
常
は
、

「同ケ
ωロ
7
帥ロ

ス
ル
タ
ン
擢
力
の
在

り
方
を
考
え
る
上
で
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
特
徴
で
あ
る
。

マ
リ
ク
・
シ
ャ

1
時
代
ま
で
は
よ
く
使
わ
れ
、
そ
の
後
は
、
次
第
に
使
用
頻
度
が
低
下
し
て
い
く
。

の
語
と
比
較
す
る
と
、
や
は
り
皐
濁
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

一方、

ω
E
E
g
r同
r
は、

ス
ル
タ
ン

セ
ル
ジ
ュ

l
ク
朝
の
貨
幣
に
闘
す
る
情
報
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
充
分
に
集
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
貫
情
で
あ
る
。
し
か
し
、

文
献
史
料
と
つ
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
文
献
相
互
の
異
同
、
矛
盾
を
あ
る
程
度
説
明
し
得
る
武
器
と
は
な
る
。
今
後
、
ア
ル
プ
テ
キ
ン
の
目
録

に
漏
れ
て
い
る
各
地
の
博
物
舘
、
個
人
所
離
の
も
の
ま
で
、
そ
の
デ
ー
タ
を
集
約
す
れ
ば
、
さ
ら
に
有
力
な
史
料
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

-135ー

る
と
い
え
よ
う
。
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THE NEGOTIATIONS BETWEEN TUGHRIL

　　

BEK AND THE CALIPH AL-QA'IM

　　　　　　　　

Shimizu Kosuke

　　

In Arabic, Persian, and Syriac sources, there are di任erences concerning

the beginning date and contents of the negotiations of Tughril Bek and

the Caliph al-Qa'im. Above all, we are　not yet sure when　and　how

Tughril Bek came to hold the titlesincluding Ｓｕltａｎ。

　　

Now we can use the list of the Saljuqid coins edited by Ｃｏ§kun

Alptekin as ａ supplementary material on the above mentioned subject･

The earliest coin of Tughril Bek listed is ａ dinar striken in Nishapur in

433/1041-42. The title of him on it is al-Ａｍｉｒal-AjolI. The titleαZ-Ｓｕltan

first appears on Ray mint in 438/1046-４７. Ｓｈａｈａｎｓｈａｈｉｓalso used on it.

According to the survey of the historical sources, 438 is the year of the

first siege of Isfahan.　In 442/1051, Tughril Bek made the second siege,

and occupied there the next year. He sent an envoy to al-Qa'im ｅχpres-

sing the gratitude fo1:ＫｈｉＶａｓand ｌａｑabｓ　＼n443/1051. So he put the

title Sultan before it is confirmed by al-Qa'im、Ｓｈａｈａｎｓｈａｈ＼ａalso supposed

to be ａ self-styled one.　It was never admitted by the Caliph ofGcially｡

　　

We have evidences about the title Rukn al-Dln and Malik　ａt.Ｍａｓｈｒiｑ

ｌむａａｌ-Ｍａｓｈｒih.Those are given o伍cially by the Caliph｡

　　

The title 島々肋　αl-Ajall is used　as　well aｓ al-Amlr al-Ａｉａｌｌon

Nishapuri

　

coins. Those　does　not appear in other coins of his era.

Considering the fact that they lack the symbol mark of a bow and

arrow, they have ａ unique peculiarity. One reason of this characteristics

is that they were circulated all over the Eastern Islamic World.

－４


